
10

20

JP 2025-35705 A 2025.3.14

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2025-35705
(P2025-35705A)

(43)公開日　令和7年3月14日(2025.3.14)

(54)【発明の名称】　タイムライン提示システム

(51)国際特許分類
　   Ｇ１６Ｈ 20/00 (2018.01)
　   Ｇ１６Ｈ 50/20 (2018.01)

ＦＩ
　Ｇ１６Ｈ 20/00 　　　　 　　　
　Ｇ１６Ｈ 50/20 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2023-142928(P2023-142928)
(22)出願日　 令和5年9月4日(2023.9.4)

(71)出願人　 307010166
第一三共株式会社
東京都中央区日本橋本町三丁目５番１号

(74)代理人　 100079108
弁理士　稲葉  良幸

(74)代理人　 100109346
弁理士　大貫  敏史

(74)代理人　 100117189
弁理士　江口  昭彦

(74)代理人　 100134120
弁理士　内藤  和彦

(74)代理人　 100139066
弁理士　伊藤  健太郎

(72)発明者　 藤田  浩行
東京都中央区日本橋本町三丁目５番１号  

最終頁に続く

テーマコード（参考）
　５Ｌ０９９

(57)【要約】
【課題】患者の治療を支援する。
【解決手段】本開示の一実施形態に係るプログラムは、 
コンピュータ７０を、患者の治療方針の決定に用いられ 
る患者背景情報を取得する取得手段１００と、患者背景 
情報に基づいて、患者の治療と関連性が高いと推定され 
る治療関連コンテンツを決定する第１決定手段１０４ａ 
と、患者背景情報に基づいて生成されたタイムラインが 
、患者の端末装置３ａにおいて表示されるように制御す 
る第１表示制御手段１０８ａであって、タイムラインは 
、治療関連コンテンツを含む、第１表示制御手段１０８ 
ａと、として機能させる。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　14　　ＯＬ　（全27頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 患 者 の 治 療 と 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ  
ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 手 段 と 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 前 記 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表  
示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第 １ 表 示 制 御 手 段 で あ っ て 、 前 記 タ イ ム ラ イ ン は 、 前 記 治 療 関 連  
コ ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 と 、
　 と し て 機 能 さ せ る 、 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 患 者 は 、 が ん 、 白 血 病 、 肉 腫 、 骨 髄 腫 、 脳 卒 中 、 心 筋 梗 塞 、 高 血 圧 性 疾 患 、 糖 尿 病  
、 肝 硬 変 、 慢 性 腎 不 全 及 び う つ 病 、 統 合 失 調 症 及 び 認 知 症 の 少 な く と も い ず れ か を 含 む 慢  
性 疾 患 を 罹 患 し て い る 者 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 患 者 は 、 が ん 患 者 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 患 者 背 景 情 報 は 、 前 記 患 者 の 、 が ん の タ イ プ 、 が ん の ス テ ー ジ 、 が ん の 症 状 、 診 断  
時 の 状 況 、 身 体 の 状 態 及 び 精 神 の 状 態 の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 疾 患 背 景 情 報 を 含 む  
、 請 求 項 ３ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 患 者 背 景 情 報 は 、 前 記 患 者 の 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 、 治 療 歴 、 補 助 治 療 歴 、 治 療 に 関  
す る 価 値 観 、 治 療 上 の 関 心 又 は 悩 み の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 治 療 背 景 情 報 を 含 む 、  
請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 患 者 背 景 情 報 は 、 前 記 患 者 の 治 療 以 外 の イ ベ ン ト に 関 す る イ ベ ン ト 情 報 を さ ら に 含  
み 、
　 前 記 第 １ 表 示 制 御 手 段 は 、 前 記 タ イ ム ラ イ ン を 、 前 記 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 前 記 イ ベ ン  
ト を 識 別 可 能 な 態 様 で 表 示 さ せ る よ う に 制 御 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 少 な く と も 前 記 イ ベ ン ト 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 患 者 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る イ ベ ン  
ト 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 ２ 決 定 手 段 、 と し て さ ら に 機 能 さ せ 、
　 前 記 タ イ ム ラ イ ン は 、 前 記 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ６ に 記 載 の プ  
ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 治 療 背 景 情 報 は 、 前 記 患 者 の 治 療 に 関 す る 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル  
に 関 す る 情 報 を 含 み 、
　 前 記 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 前 記 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 す る 第 １ コ ン テ ン ツ と 、 前 記  
第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 す る 第 ２ コ ン テ ン ツ と を 含 み 、
　 前 記 第 １ 表 示 制 御 手 段 は 、 前 記 タ イ ム ラ イ ン に お い て 、 前 記 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て  
前 記 第 １ コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る と と も に 、 前 記 第 ２ ス ケ ジ ュ  
ー ル に 対 し て 前 記 第 ２ コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 、 請 求 項 ５ に 記  
載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 決 定 手 段 は 、 前 記 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け ら れ た 時 点 ま で の 残 り 期 間 に 基  
づ い て 、 前 記 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 前 記 患 者 の 疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 が 前 記 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表 示 さ れ る よ う に  
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制 御 す る 第 ２ 表 示 制 御 手 段 と 、
　 前 記 質 問 に 対 す る 回 答 を 受 け 付 け る 受 付 手 段 と 、
　 と し て さ ら に 機 能 さ せ 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 は 、 前 記 回 答 に 関 す る 情 報 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ グ ラ  
ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 患 者 背 景 情 報 は 、 前 記 患 者 の 年 齢 、 家 族 構 成 及 び 生 活 上 の 関 心 又 は 悩 み の 少 な く と  
も い ず れ か に 関 す る 情 報 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 決 定 手 段 は 、 内 容 の 信 頼 性 に 関 す る 認 定 を 受 け た 複 数 の コ ン テ ン ツ か ら 前 記 治  
療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の プ ロ グ ラ ム  
。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 部 と 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 患 者 の 治 療 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ  
ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 部 と 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 前 記 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表  
示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第 １ 表 示 制 御 部 で あ っ て 、 前 記 タ イ ム ラ イ ン は 、 前 記 治 療 関 連 コ  
ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 部 と 、
　 を 備 え る 、 情 報 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ に 、
　 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 前 記 患 者 の 治 療 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ  
ン テ ン ツ を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 前 記 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表  
示 さ れ る よ う に 制 御 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 タ イ ム ラ イ ン は 、 前 記 治 療 関 連 コ ン テ ン  
ツ を 含 む 、 ス テ ッ プ と 、
　 を 実 行 さ せ る 、 情 報 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ム ラ イ ン 提 示 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 ユ ー ザ の 健 康 に 関 す る 情 報 を 端 末 装 置 上 に 表 示 す る 技 術 が 知 ら れ て い る 。 例  
え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ユ ー ザ の 健 康 状 態 を 考 慮 し て ユ ー ザ に カ ス タ マ イ ズ さ れ た 健 康 情  
報 を 提 供 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 生 活 習 慣 情 報 を 収 集 及 び 分 析 す る こ と で 、 ユ ー ザ に 対  
し て 生 活 習 慣 分 析 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る タ イ ム ラ イ ン ベ ー ス で の ス マ ー ト ケ ア シ ス  
テ ム が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 韓 国 公 開 特 許 第 ２ ０ ２ ０ ― ０ ０ ３ １ ２ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に よ っ て は 、 患 者 の 治 療 を 十 分 に 支 援 す る こ と が で き な い 。  
例 え ば 、 表 示 さ れ る 情 報 の 種 類 に 関 し て 、 検 討 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】



10

20

30

40

50

JP 2025-35705 A 2025.3.14(4)

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 患 者 の 治 療 を 支 援 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 、 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用  
い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者 の 治 療 と 関  
連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 手 段 と 、 患 者 背 景 情 報 に  
基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第  
１ 表 示 制 御 手 段 で あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 手  
段 と 、 と し て 機 能 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 他 の 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 は 、 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用 い ら れ る 患  
者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 部 と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者 の 治 療 に 関 連 性 が 高 い と  
推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 部 と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ  
れ た タ イ ム ラ イ ン が 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第 １ 表 示 制 御 部 で  
あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 部 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 の 他 の 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 方 法 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 、 患 者 の 治 療 方 針 の 決  
定 に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者 の 治  
療 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 背 景 情 報  
に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 患 者 の 端 末 装 置 に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る  
ス テ ッ プ で あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 、 ス テ ッ プ と 、 を 実 行 さ  
せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 患 者 の 治 療 を 支 援 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 シ ス テ ム １ の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 患 者 背 景 情 報 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 端 末 装 置 ３ の 表 示 画 面 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 患 者 背 景 情 報 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 端 末 装 置 ３ の 表 示 画 面 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 情 報 処 理 装 置 ２ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 開 示 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お い て  
、 同 一 の 符 号 を 付 し た も の は 、 同 一 又 は 同 様 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 開 示 に お い て 、 「 部 」 や 「 手 段 」 、 「 装 置 」 、 「 シ ス テ ム 」 と は 、 単 に 物 理 的 手 段 を  
意 味 す る も の で は な く 、 そ の 「 部 」 や 「 手 段 」 、 「 装 置 」 、 「 シ ス テ ム 」 が 有 す る 機 能 を  
ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 実 現 す る 場 合 も 含 む 。 ま た 、 １ つ の 「 部 」 や 「 手 段 」 、 「 装 置 」 、  
「 シ ス テ ム 」 が 有 す る 機 能 が ２ つ 以 上 の 物 理 的 手 段 や 装 置 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 現 さ れ  
て も 、 ２ つ 以 上 の 「 部 」 や 「 手 段 」 、 「 装 置 」 、 「 シ ス テ ム 」 の 機 能 が １ つ の 物 理 的 手 段  
や 装 置 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 実 現 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ＜ １ ． シ ス テ ム １ の 概 要 ＞
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 開 示 に 係 る シ ス テ ム １ （ 以 下 、 単 に 「 シ ス テ ム １ 」 と 称 す る ） の 概  
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要 に つ い て 説 明 す る 。 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 が ん 患 者 の 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ  
イ ム ラ イ ン を 、 こ の が ん 患 者 に 対 し て 提 示 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 タ イ ム ラ イ ン は 、  
が ん 患 者 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 患 者 は 、 疾 患 を 罹 患 し て い る と 診 断 さ れ た 直 後 か ら 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 に よ り さ ま ざ ま  
な 情 報 を 検 索 し 得 る 。 し か し な が ら 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ り 得 ら れ る 情 報 量 は 膨 大 で あ り  
、 そ の 中 に は 信 頼 性 が 低 い 情 報 も 多 数 あ る 。 ま た 、 患 者 自 身 が 欲 し て い る 情 報 に た ど り 着  
け な い 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 患 者 が 自 力 で 正 確 な 情 報 を 必 要 十 分 な だ け 集 め る こ と は 困  
難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 患 者 が イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 悲 観 的 な 情 報 （ 例 え ば 、 が ん に よ る 心 身 へ の 影 響 を 過  
度 に 煽 る よ う な 記 事 ） に 対 し て 過 剰 に 接 触 し 続 け た 場 合 に は 、 う つ 病 等 の 精 神 疾 患 が 誘 発  
さ れ る リ ス ク が 高 ま り 得 る 。 疾 患 の 種 類 に よ っ て は 、 患 者 は 、 身 体 の み な ら ず 精 神 に も 多  
大 な 影 響 を 受 け 得 る 。 そ の た め 、 そ の よ う な 疾 患 を 罹 患 し て い る 患 者 は 、 悲 観 的 な 情 報 に  
接 触 す る こ と に よ り 精 神 疾 患 が 誘 発 さ れ る リ ス ク が 健 常 者 と 比 較 し て 高 い と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 患 者 が 自 身 に 必 要 十 分 な 情 報 を 取 得 す る こ と を 支 援 す る こ と が で  
き る 。 こ れ に よ り 、 シ ス テ ム １ は 、 患 者 の 無 用 な 混 乱 を 抑 制 し 、 患 者 に 対 し て 精 神 的 な 余  
裕 を も た せ る こ と が で き る 。 結 果 と し て 、 患 者 は 、 治 療 に 対 し て 前 向 き に 取 り 組 む こ と が  
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 開 示 に お い て 、 患 者 は 、 例 え ば 、 が ん （ 肺 が ん 、 乳 が ん 、 胃 が ん 、 大 腸 が ん 、 子 宮 が  
ん 及 び 卵 巣 が ん 等 を 含 む ） 、 白 血 病 、 肉 腫 、 骨 髄 腫 、 脳 卒 中 、 心 筋 梗 塞 、 高 血 圧 性 疾 患 、  
糖 尿 病 、 肝 硬 変 、 慢 性 腎 不 全 及 び 精 神 疾 患 （ う つ 病 、 統 合 失 調 症 及 び 認 知 症 を 含 む ） 等 の  
慢 性 疾 患 を 罹 患 し て い る 者 で あ る と す る 。 以 下 の 実 施 形 態 で は 、 患 者 は 、 乳 が ん を 罹 患 し  
て い る 者 （ 以 下 、 「 が ん 患 者 」 と 称 す る ） で あ る と し て 説 明 す る が 、 本 開 示 の 適 用 範 囲 は  
こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ ２ ． シ ス テ ム １ の 機 能 構 成 ＞
　 図 １ を 参 照 し て 、 シ ス テ ム １ の 構 成 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 シ ス テ ム １ は 、 情 報 処 理  
装 置 ２ 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ 、 家 族 用 端 末 装 置 ３ ｂ 、 医 師 用 端 末 装 置 ３ ｃ 及 び 通 信 ネ ッ ト  
ワ ー ク ５ を 含 む 。 以 下 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ 、 家 族 用 端 末 装 置 ３ ｂ 及 び 医 師 用 端 末 装 置 ３  
ｃ を 特 に 区 別 し な い と き は 、 こ れ ら を ま と め て 「 端 末 装 置 ３ 」 と 称 す る 。 情 報 処 理 装 置 ２  
及 び 端 末 装 置 ３ は 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ５ を 介 し て 互 い に 通 信 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 以 下  
で は 、 各 装 置 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ［ 情 報 処 理 装 置 ２ ］
　 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 端 末 装 置 ３ を ク ラ イ ア ン ト 装 置 と す る サ ー バ 装 置 で あ る 。 情 報 処 理  
装 置 ２ は 、 典 型 的 に は 、 ｗ ｅ ｂ サ ー バ 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 制 御 部 １ ０ 、 記 憶 部 １ ４ 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ６ 及 び  
バ ス １ ８ を 含 む 。 制 御 部 １ ０ 、 記 憶 部 １ ４ 及 び ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス 部 １ ６ は 、 バ  
ス １ ８ を 介 し て 互 い に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ― 記 憶 部 １ ４ ―
　 記 憶 部 １ ４ は 、 情 報 処 理 装 置 ２ が 動 作 す る た め に 必 要 と な る 各 種 情 報 を 記 憶 す る 。 記 憶  
部 １ ４ は 、 後 述 す る 制 御 部 １ ０ が 実 行 す る 各 種 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 。 ま た 、 記 憶 部 １ ４  
は 、 が ん 患 者 の 疾 患 及 び 治 療 等 の 背 景 に 関 す る 患 者 背 景 情 報 を 記 憶 す る 。 患 者 背 景 情 報 は  
、 疾 患 背 景 情 報 、 治 療 背 景 情 報 、 イ ベ ン ト 情 報 、 回 答 情 報 及 び が ん 患 者 に 関 す る そ の 他 の  
情 報 を 含 む 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 疾 患 背 景 情 報 ）
　 疾 患 背 景 情 報 は 、 が ん 患 者 の 疾 患 の 状 態 に 関 す る 情 報 で あ る 。 疾 患 背 景 情 報 は 、 が ん 患  
者 の 、 が ん の タ イ プ 、 が ん の ス テ ー ジ 、 診 断 時 の 状 況 、 が ん の 症 状 、 身 体 の 状 態 及 び 精 神  
の 状 態 の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 開 示 に お い て 、 が ん の タ イ プ は 、 が ん に 関 連 す る た ん ぱ く 質 の 種 類 、 が ん の 腫 瘍 の 形  
状 及 び 成 長 パ タ ー ン 、 及 び 、 遺 伝 に よ る 影 響 の 有 無 等 に 基 づ い て 特 定 さ れ る 。 例 え ば 、 が  
ん が 乳 が ん で あ る 場 合 に は 、 が ん に 関 連 す る た ん ぱ く 質 の 種 類 に 基 づ い て 特 定 さ れ る が ん  
の タ イ プ と し て 、 ホ ル モ ン 受 容 体 陽 性 乳 が ん 、 Ｈ Ｅ Ｒ ２ （ ｈ ｕ ｍ ａ ｎ   ｅ ｐ ｉ ｄ ｅ ｒ ｍ ａ  
ｌ   ｇ ｒ ｏ ｗ ｔ ｈ   ｆ ａ ｃ ｔ ｏ ｒ   ｒ ｅ ｃ ｅ ｐ ｔ ｏ ｒ   ２ ） 陽 性 乳 が ん 及 び 三 重 陰 性 乳 が  
ん （ い わ ゆ る ト リ プ ル ネ ガ テ ィ ブ ） 等 が あ る 。 ま た 、 が ん の 腫 瘍 の 形 状 及 び 成 長 パ タ ー ン  
に 基 づ い て 特 定 さ れ る が ん の タ イ プ と し て 、 浸 潤 性 乳 管 癌 （ Ｉ Ｄ Ｃ ： ｉ ｎ ｖ ａ ｓ ｉ ｖ ｅ   
ｄ ｕ ｃ ｔ ａ ｌ   ｃ ａ ｒ ｃ ｉ ｎ ｏ ｍ ａ ） 、 非 浸 潤 性 乳 管 癌 （ Ｄ Ｃ Ｉ Ｓ ： ｄ ｕ ｃ ｔ ａ ｌ   ｃ ａ  
ｒ ｃ ｉ ｎ ｏ ｍ ａ   ｉ ｎ   ｓ ｉ ｔ ｕ ） 、 浸 潤 性 小 葉 癌 （ Ｉ Ｌ Ｃ ： ｉ ｎ ｖ ａ ｓ ｉ ｖ ｅ   ｌ ｏ ｂ  
ｕ ｌ ａ ｒ   ｃ ａ ｒ ｃ ｉ ｎ ｏ ｍ ａ ） 、 非 浸 潤 性 小 葉 癌 （ Ｌ Ｃ Ｉ Ｓ ： ｌ ｏ ｂ ｕ ｌ ａ ｒ   ｃ ａ ｒ  
ｃ ｉ ｎ ｏ ｍ ａ   ｉ ｎ   ｓ ｉ ｔ ｕ ） 及 び 乳 頭 癌 等 が あ る 。 が ん の タ イ プ は 、 が ん の 治 療 方 針  
を 決 定 す る に あ た っ て 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 開 示 に お い て 、 が ん の ス テ ー ジ は 、 が ん が 体 内 で ど の 程 度 広 が っ て い る か 、 及 び 、 各  
部 位 に お い て は ど の 程 度 進 行 し て い る か を 評 価 す る た め 指 標 を 示 す 。 一 実 施 形 態 に お い て  
、 が ん の ス テ ー ジ は 、 ス テ ー ジ ０ ～ ス テ ー ジ ４ （ 又 は 、 ス テ ー ジ １ ～ ス テ ー ジ ４ ） に よ り  
表 現 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ス テ ー ジ ０ （ 又 は 、 ス テ ー ジ １ ） は 他 の ス テ ー ジ と 比 較 し て 最 も  
軽 度 な 状 態 を 示 し 、 ス テ ー ジ ４ は 他 の ス テ ー ジ と 比 較 し て 最 も 重 篤 な 状 態 を 示 す 。 ま た 、  
一 実 施 形 態 に お い て 、 が ん の ス テ ー ジ は 、 Ｔ Ｎ Ｍ 分 類 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、  
が ん の ス テ ー ジ は 、 腫 瘍 の 大 き さ （ Ｔ ： Ｔ ｕ ｍ ｏ ｒ ） 、 リ ン パ 節 の 転 移 （ Ｎ ： Ｎ ｏ ｄ ｅ ）  
及 び 他 の 臓 器 へ の 転 移 （ Ｍ ： Ｍ ｅ ｔ ａ ｓ ｔ ａ ｓ ｉ ｓ ） に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 開 示 に お い て 、 診 断 時 の 状 況 は 、 診 断 時 に お い て 、 が ん 患 者 が 初 発 で あ る か 再 発 で あ  
る か を 示 す 。 が ん 患 者 の 初 発 で あ る か 再 発 で あ る か に よ っ て 、 身 体 的 又 は 精 神 的 に 必 要 と  
な る 支 援 は 異 な り 得 る た め 、 が ん の 治 療 方 針 を 決 定 す る に あ た っ て 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 開 示 に お い て 、 が ん の 症 状 は 、 が ん が 、 が ん 患 者 の 心 身 に 与 え て い る 影 響 を 示 す 。 が  
ん の 症 状 に は 、 例 え ば 、 体 重 減 少 、 疲 労 、 眠 気 、 皮 膚 や 眼 の 色 の 変 化 、 痛 み 、 食 欲 不 振 、  
吐 き 気 、 発 熱 、 し こ り 、 及 び 咳 や 息 切 れ 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 開 示 に お い て 、 身 体 の 状 態 は 、 例 え ば 、 が ん 患 者 の 身 体 に 関 す る 主 訴 、 が ん に よ る 身  
体 的 な 影 響 の 強 度 、 及 び 、 が ん に よ る 身 体 的 な 症 状 が 出 て い る 期 間 の 長 さ 等 に 関 す る 情 報  
を 含 む 。 な お 、 が ん に よ る 身 体 的 な 影 響 の 強 度 は 、 例 え ば 、 ス ケ ー ル 評 価 及 び 点 数 等 に よ  
り 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 開 示 に お い て 、 精 神 の 状 態 は 、 例 え ば 、 が ん 患 者 の 精 神 に 関 す る 主 訴 、 精 神 的 な 落 ち  
込 み 具 合 の 強 度 、 及 び 、 精 神 的 に 落 ち 込 ん で い る 期 間 の 長 さ 等 に 関 す る 情 報 を 含 む 。 な お  
、 精 神 的 な 落 ち 込 み 具 合 の 強 度 は 、 例 え ば 、 ス ケ ー ル 評 価 及 び 点 数 等 に よ り 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 精 神 の 状 態 は 、 例 え ば 、 治 療 の 先 行 き の 不 透 明 感 に よ る 不 安 感 、 自 身 の 生 命 が 危  
機 に さ ら さ れ る こ と に よ る 抑 う つ 感 、 治 療 の 副 作 用 や 経 済 的 な 問 題 に よ る ス ト レ ス 、 一 般  
社 会 か ら 一 時 的 に 隔 離 さ れ る こ と に よ る 孤 独 感 、 及 び 、 治 療 の 過 程 で 失 わ れ た 身 体 の 機 能  
や 特 徴 の 喪 失 に よ る 喪 失 感 等 に よ り 表 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 （ 治 療 背 景 情 報 ）
　 治 療 背 景 情 報 は 、 が ん 患 者 の 治 療 の 進 捗 及 び 方 針 に 関 す る 情 報 で あ る 。 治 療 背 景 情 報 は  
、 が ん 患 者 の 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 、 治 療 歴 、 補 助 治 療 歴 、 治 療 に 関 す る 価 値 観 （ 以 下 、 単  
に 「 価 値 観 」 と 称 す る ） 及 び 治 療 上 の 関 心 又 は 悩 み 等 に 関 す る 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル は 、 が ん 患 者 の 治 療 の 予 定 で あ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 治 療 ス ケ ジ  
ュ ー ル は 、 治 療 の 内 容 と 、 そ の 治 療 が 行 わ れ る 時 点 と の 組 み 合 わ せ で あ る 。 ま た 、 本 開 示  
に お い て 、 治 療 は 、 が ん 患 者 の 身 体 の 状 態 又 は 精 神 の 状 態 を 改 善 し 得 る 行 為 を 含 む も の と  
す る 。 治 療 は 、 例 え ば 、 手 術 （ 腫 瘍 の 切 除 及 び 乳 房 再 建 等 を 含 む ） 、 入 院 、 退 院 、 通 院 、  
投 薬 、 リ ハ ビ リ 、 運 動 、 療 養 、 食 事 及 び カ ウ ン セ リ ン グ 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 開 示 に お い て 、 治 療 歴 は 、 が ん 患 者 が 過 去 に 行 っ た 、 が ん の 腫 瘍 を 除 去 す る た め 又 は  
縮 小 さ せ る た め の 治 療 の 履 歴 で あ る と す る 。 こ の よ う な 治 療 の 一 例 は 、 腫 瘍 の 切 除 手 術 、  
化 学 療 法 、 ホ ル モ ン 療 法 、 放 射 線 治 療 、 免 疫 療 法 、 凍 結 療 法 及 び 焼 灼 療 法 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 開 示 に お い て 、 補 助 治 療 歴 は 、 が ん 患 者 の 身 体 の 状 態 又 は 精 神 の 状 態 を 改 善 し 得 る 治  
療 （ た だ し 、 が ん の 腫 瘍 を 除 去 等 す る 治 療 を 除 く ） の 履 歴 で あ る と す る 。 こ の よ う な 治 療  
は 、 例 え ば 、 乳 房 再 建 、 運 動 療 法 、 食 事 療 法 及 び カ ウ ン セ リ ン グ 等 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 開 示 に お い て 、 価 値 観 は 、 が ん 患 者 が ど の よ う に が ん を 治 療 し た い か と い う 意 志 に 関  
す る 。 価 値 観 は 、 例 え ば 、 各 治 療 方 法 （ 例 え ば 、 手 術 、 投 薬 及 び 放 射 線 等 ） の メ リ ッ ト 及  
び デ メ リ ッ ト に 対 す る 考 え 方 、 治 療 と 日 常 生 活 と の バ ラ ン ス に 対 す る 考 え 方 、 許 容 可 能 な  
副 作 用 や 痛 み に 対 す る 考 え 方 、 及 び 、 治 療 に か け ら れ る 時 間 的 又 は 金 銭 的 な コ ス ト に 対 す  
る 考 え 方 等 で あ る 。 が ん が 乳 が ん で あ る 場 合 に は 、 価 値 観 は 、 リ ス ク を 受 容 し て 乳 房 を 可  
能 な 限 り 残 す か 、 又 は 、 乳 房 を 比 較 的 大 き く 切 除 し て リ ス ク を 可 能 な 限 り 排 除 す る か と い  
う 意 向 を 含 む 。 が ん は 、 他 の 疾 患 と 比 較 し て 治 療 に 長 期 間 を 要 し 、 が ん 患 者 に 様 々 な 負 担  
を 強 い る 。 そ の た め 、 が ん の 治 療 方 針 を 決 定 す る に あ た っ て 、 が ん 患 者 の 価 値 観 は 重 要 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ イ ベ ン ト 情 報 ）
　 イ ベ ン ト 情 報 は 、 が ん 患 者 の 治 療 以 外 の イ ベ ン ト に 関 す る 情 報 で あ る 。 一 実 施 形 態 に お  
い て 、 イ ベ ン ト は 、 イ ベ ン ト の 内 容 と 、 そ の イ ベ ン ト に 関 連 付 け ら れ た 時 点 （ 例 え ば 、 イ  
ベ ン ト が 行 わ れ る 時 点 及 び イ ベ ン ト の 期 限 等 ） と の 組 み 合 わ せ で あ る 。 一 実 施 形 態 に お い  
て 、 イ ベ ン ト は 、 保 険 に 関 す る イ ベ ン ト 、 公 的 制 度 に 関 す る イ ベ ン ト 及 び ラ イ フ イ ベ ン ト  
を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 保 険 に 関 す る イ ベ ン ト は 、 保 険 金 の 請 求 に 係 る 手 続 、 及 び 、 保 険 金 の 受 け 取 り 等 を 含 む  
。 保 険 は 、 例 え ば 、 医 療 保 険 、 が ん 保 険 、 介 護 保 険 、 所 得 補 償 保 険 及 び 就 業 不 能 保 険 等 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 公 的 制 度 に 関 す る イ ベ ン ト は 、 生 活 費 の 助 成 の 申 請 に 係 る 手 続 、 及 び 、 障 害 手 当 の 申 請  
に 係 る 手 続 、 就 業 支 援 の 申 請 に 係 る 手 続 等 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 開 示 に お い て 、 ラ イ フ イ ベ ン ト は 、 が ん 患 者 本 人 又 は が ん 患 者 の 家 族 の 生 活 上 の 様 々  
な 出 来 事 を 示 す 。 ラ イ フ イ ベ ン ト は 、 例 え ば 、 本 人 や 家 族 の 、 誕 生 、 就 学 、 進 学 、 就 職 、  
結 婚 、 出 産 、 教 育 及 び 退 職 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 が ん は 、 他 の 疾 患 と 比 較 し て 治 療 に 長 期 間 を 要 す る 。 そ の た め 、 が ん 患 者 は 、 治 療 と 、  
治 療 以 外 の イ ベ ン ト と を 同 時 並 行 的 に 進 行 さ せ る 必 要 が あ る 場 合 が あ る 。 す な わ ち 、 が ん  
患 者 の 治 療 方 針 を 決 定 す る に あ た っ て は 、 が ん 患 者 の 疾 患 等 に 関 す る 情 報 だ け で は な く 、  
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が ん 患 者 の 治 療 以 外 の イ ベ ン ト に つ い て も 考 慮 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 回 答 情 報 ）
　 回 答 情 報 は 、 が ん 患 者 の 疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 に 関 す る 情 報 で あ る 。  
一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ は 、 が ん 患 者 の 入 力 に 基 づ い て 回 答 情 報 を 生 成  
す る 。 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 生 成 さ れ た 回 答 情 報 を 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ か ら 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 が ん 患 者 の 疾 患 に 関 す る 質 問 は 、 例 え ば 、 が ん の タ イ プ に 関 す る 質 問 、 が ん の ス テ ー ジ  
に 関 す る 質 問 、 診 断 時 の 状 況 に 関 す る 質 問 、 が ん の 症 状 に 関 す る 質 問 、 身 体 の 状 態 に 関 す  
る 質 問 、 及 び 、 精 神 の 状 態 に 関 す る 質 問 等 で あ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ れ ら の 質 問 に  
対 す る 回 答 は 、 回 答 情 報 と し て 扱 わ れ 、 か つ 、 疾 患 背 景 情 報 と し て も 扱 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 が ん 患 者 の 治 療 に 関 す る 質 問 は 、 例 え ば 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル の 希 望 に 関 す る 質 問 、 治 療  
歴 の 有 無 に 関 す る 質 問 、 補 助 治 療 歴 の 有 無 に 関 す る 質 問 、 価 値 観 に 関 す る 質 問 、 及 び 、 治  
療 上 の 関 心 又 は 悩 み に 関 す る 質 問 等 で あ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 こ れ ら の 質 問 に 対 す る  
回 答 は 、 回 答 情 報 と し て 扱 わ れ 、 か つ 、 治 療 背 景 情 報 と し て も 扱 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 回 答 情 報 は 、 が ん 患 者 の イ ベ ン ト に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 を 含 ん で も よ い 。 が  
ん 患 者 の イ ベ ン ト に 関 す る 質 問 は 、 例 え ば 、 が ん 患 者 が 加 入 し て い る 民 間 保 険 に 関 す る 質  
問 、 公 的 制 度 を 受 け る 意 志 に 関 す る 質 問 、 及 び 、 ラ イ フ イ ベ ン ト に 関 す る 質 問 等 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ が ん 患 者 に 関 す る そ の 他 の 情 報 ）
　 が ん 患 者 に 関 す る そ の 他 の 情 報 は 、 例 え ば 、 が ん 患 者 の 、 年 齢 、 家 族 構 成 、 世 帯 所 得 、  
医 療 費 、 生 活 上 の 関 心 又 は 悩 み 、 目 標 、 性 別 等 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ ら の 情 報 も 、 治 療 を 支 援 す る た め に 有 用 で あ る 場 合 が あ る 。 一 般 的 に 、 が ん 患 者 の  
年 齢 が 若 い ほ ど が ん の 進 行 が 早 い た め 、 年 齢 に 応 じ て 手 術 の 時 期 を 決 定 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 家 族 構 成 に よ っ て 、 が ん 患 者 が 選 択 し 得 る 治 療 の 方 針 に 制 限 が あ る 場 合 が あ る と  
考 え ら れ る 。 ま た 、 が ん 患 者 の 世 帯 所 得 に よ っ て は 、 高 額 な 費 用 が か か る 治 療 （ 例 え ば 、  
公 的 医 療 保 険 の 対 象 外 と な る 先 進 医 療 等 ） を 行 う こ と 関 し て 制 限 が あ る 場 合 が あ る と 考 え  
ら れ る 。 ま た 、 が ん 患 者 の 所 得 に 基 づ い て 、 高 額 療 養 費 制 度 の 適 用 の 可 否 及 び そ の 金 額 を  
決 定 し 、 が ん 患 者 に 提 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ コ ン テ ン ツ 情 報 ）
　 ま た 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 記 憶 部 １ ４ は 、 複 数 の コ ン テ ン ツ に 関 す る コ ン テ ン ツ 情 報  
を 記 憶 す る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の コ ン テ ン ツ の そ れ ぞ れ は 、 テ キ ス ト 、 画 像 、 動  
画 、 ｗ ｅ ｂ リ ン ク 等 に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の コ ン テ ン ツ は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ 及 び イ ベ ン ト 関 連 コ ン  
テ ン ツ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 例 え ば 、 が ん の 基 礎 知 識 、 が ん の 検 査 方 法 、 が ん の 種 類 及 び 特  
性 、 が ん の 治 療 方 法 （ 例 え ば 、 病 期 と 治 療 選 択 、 手 術 、 薬 物 療 法 、 転 移 ・ 再 発 時 の 治 療 、  
セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 、 放 射 線 治 療 、 緩 和 ケ ア ・ 支 持 療 法 等 ） 、 が ん に よ る 身 体 的 な 症 状 の  
対 応 方 法 、 が ん に よ る ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 の 対 応 方 法 、 が ん 患 者 に 推 奨 さ れ る 食 事 、 医 療 者  
と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 取 り 方 、 療 養 の し か た 、 臨 床 試 験 に 関 す る 情 報 、 及 び 、 が ん 患  
者 が 注 意 す べ き 感 染 症 や 災 害 等 に つ い て 説 明 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 例 え ば 、 保 険 金 の 請 求 の 手 続 、 高 額 療 養 費 制 度 の 適 用 条 件  
、 所 得 の 低 下 に 対 す る 生 活 費 助 成 、 及 び 、 公 的 制 度 に 基 づ く 就 職 支 援 等 に つ い て 説 明 す る  
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も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 複 数 の コ ン テ ン ツ の 少 な く と も 一 部 は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ で あ り 、 か つ 、 イ ベ  
ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ で あ り 得 る 。 こ の よ う な コ ン テ ン ツ の 一 例 は 、 治 療 と 仕 事 の 両 立 の し  
か た 、 退 院 後 に お け る 周 囲 の 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 留 意 事 項 、 及 び 、 治 療 中 の 妊 孕  
性 に 関 す る 留 意 事 項 等 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 下 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ 及 び イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を 特 に 区 別 し な い と き 、 こ れ ら  
を ま と め て 「 関 連 コ ン テ ン ツ 」 と 称 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ― 制 御 部 １ ０ ―
　 制 御 部 １ ０ は 、 記 憶 部 １ ４ に 記 憶 さ れ た 各 種 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 、 取 得 手  
段 １ ０ ０ 、 受 付 手 段 １ ０ ２ 、 決 定 手 段 １ ０ ４ 、 生 成 手 段 １ ０ ６ 及 び 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ と  
し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 取 得 手 段 １ ０ ０ ）
　 取 得 手 段 １ ０ ０ は 、 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 取 得 手 段 １ ０ ０ は  
、 端 末 装 置 ３ か ら 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 。 ま た 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 取 得 手 段 １ ０ ０  
は 、 他 の シ ス テ ム （ 例 え ば 、 電 子 カ ル テ に 関 す る シ ス テ ム 、 及 び 、 行 政 機 関 の シ ス テ ム 等  
） か ら 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 本 開 示 に お い て 、 情 報 を 取 得 す る こ と は 、 当 該 情 報 を 制 御 部 １ ０ に お い て 処 理 可  
能 な 状 態 に す る こ と で あ る と す る 。 情 報 を 取 得 す る こ と は 、 他 の 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー  
ク ５ を 介 し て 当 該 情 報 を 受 信 す る こ と 、 及 び 、 記 憶 部 １ ４ か ら 当 該 情 報 を 読 み 出 す こ と を  
含 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 受 付 手 段 １ ０ ２ ）
　 受 付 手 段 １ ０ ２ は 、 が ん 患 者 の 疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 を 受 け 付 け る 。  
一 実 施 形 態 に お い て 、 回 答 を 受 け 付 け る こ と は 、 回 答 情 報 を 取 得 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 決 定 手 段 １ ０ ４ ）
　 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ 及 び 第 ２ 決 定 手 段 １ ０ ４ ｂ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 が ん 患 者 の 治 療 と 関 連 性 が 高 い と  
推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ は 、 疾 患 背 景 情 報 に 基  
づ い て 、 が ん 患 者 の 疾 患 に つ い て 説 明 す る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 し て よ い 。 ま た 、 第  
１ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ は 、 治 療 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 が ん 患 者 の 治 療 に つ い て 説 明 す る 治 療  
関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 し て よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ２ 決 定 手 段 １ ０ ４ ｂ は 、 少 な く と も イ ベ ン ト 情 報 に 基 づ い て 、 が ん 患 者 に 関 連 性 が 高  
い と 推 定 さ れ る イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 ル ー ル ベ ー ス で 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。  
具 体 的 に は 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 複 数 の コ ン テ ン ツ の そ れ ぞ れ に 関 連 付 け ら れ た 条 件 を 参  
照 し 、 患 者 背 景 情 報 が い ず れ か の コ ン テ ン ツ に 関 連 付 け ら れ た 条 件 を 満 た し て い る 場 合 、  
そ の コ ン テ ン ツ を 関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決 定 す る 。 例 え ば 、 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 と い  
う コ ン テ ン ツ に 対 し て 、 「 腫 瘍 切 除 手 術 を １ 週 間 以 内 に 行 う が ん 患 者 で あ る こ と 」 と い う  
条 件 が 関 連 付 け ら れ て い る 場 合 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 が ん の 切 除 手 術 を １ 週 間 以 内 行 う 予  
定 が あ る が ん 患 者 に 対 し て 、 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 と い う コ ン テ ン ツ を 治 療 関 連 コ ン テ  
ン ツ と し て 決 定 す る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 他 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 コ ン テ ン ツ の 関 連 度 を 算 出 す る こ と に よ  
り 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。 具 体 的 に は 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 が ん 患 者 の 患 者 背 景 情 報  
に 対 し て 、 記 憶 部 １ ４ に 記 憶 さ れ た 複 数 の コ ン テ ン ツ の そ れ ぞ れ と の 関 連 度 を 算 出 し 、 関  
連 度 が 高 い コ ン テ ン ツ を 関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決 定 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 「 関 連 度 が 高 い コ ン テ ン ツ 」 は 、 複 数 の コ ン テ ン ツ の う ち 、 例 え ば 、 患 者 背 景 情 報 と の  
関 連 度 が 上 位 の 所 定 数 の コ ン テ ン ツ 、 患 者 背 景 情 報 と の 関 連 度 が 所 定 の 閾 値 以 上 の コ ン テ  
ン ツ 、 及 び 、 患 者 背 景 情 報 と の 関 連 度 が 最 も 高 い コ ン テ ン ツ 等 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 患 者 背 景 情 報 及 び コ ン テ ン ツ の 特 徴 量 に 基 づ  
い て 、 関 連 度 を 算 出 す る 。 具 体 的 に は 、 患 者 背 景 情 報 と 、 複 数 の コ ン テ ン ツ に 含 ま れ る 所  
定 の コ ン テ ン ツ と の 関 連 度 は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ る 第 １ 特 徴 量 と 、 こ の 所  
定 の コ ン テ ン ツ に 含 ま れ る テ キ ス ト 等 に 基 づ い て 生 成 さ れ る 第 ２ 特 徴 量 と を 比 較 す る こ と  
に よ っ て 算 出 さ れ る 。 こ の 場 合 、 第 １ 特 徴 量 及 び 第 ２ 特 徴 量 の 類 似 度 が 高 い コ ン テ ン ツ に  
対 し て 、 高 い 関 連 度 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 他 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 予 め 定 義 さ れ た リ ス ト を 参 照 す る こ と に  
よ り 、 患 者 背 景 情 報 及 び コ ン テ ン ツ の 関 連 度 を 算 出 す る 。 本 開 示 に お け る リ ス ト は 、 例 え  
ば 、 患 者 背 景 情 報 に 含 ま れ る 項 目 が 取 り 得 る 値 の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 コ ン テ ン ツ の 当 該 値  
に 応 じ た 関 連 度 が 関 連 付 け ら れ た 情 報 で あ る 。 す な わ ち 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 こ の リ ス ト  
を 参 照 す る こ と に よ り 、 患 者 背 景 情 報 の い ず れ の 項 目 が い ず れ の 値 で あ る か に 基 づ い て 、  
コ ン テ ン ツ の 関 連 度 を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 患 者 背 景 情 報 の 項 目 は 、 患 者 背 景 情 報 に 含 ま れ る 情 報 の 属 性 と い う こ と も で き 、  
例 え ば 、 「 が ん の タ イ プ 」 、 「 精 神 の 状 態 」 及 び 「 家 族 構 成 」 等 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、  
項 目 の 値 は 、 項 目 の 具 体 的 な 設 定 値 で あ る 。 例 え ば 、 「 が ん の タ イ プ 」 と い う 項 目 が 取 り  
得 る 値 は 、 「 ホ ル モ ン 受 容 体 陽 性 乳 が ん 」 、 「 Ｈ Ｅ Ｒ ２ 陽 性 乳 が ん 」 及 び 「 三 重 陰 性 乳 が  
ん 」 等 で あ る 。 ま た 、 「 精 神 の 状 態 」 と い う 項 目 が 取 り 得 る 値 は 、 「 不 安 感 が 強 い 」 、 「  
少 し ス ト レ ス を 感 じ る 」 及 び 「 安 心 感 が あ る 」 等 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 他 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 機 械 学 習 に よ り 生 成 し た 学 習 モ デ ル に 基  
づ い て 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。 こ の 学 習 モ デ ル は 、 例 え ば 、 複 数 の が ん 患 者 の そ れ ぞ  
れ の 患 者 背 景 情 報 と 、 当 該 複 数 の が ん 患 者 に よ り 閲 覧 さ れ た コ ン テ ン ツ と の 関 係 を 学 習 す  
る こ と に よ り 生 成 さ れ る 。 こ の 学 習 モ デ ル に 対 し て 患 者 背 景 情 報 を 入 力 す る こ と で 、 当 該  
患 者 背 景 情 報 が 関 連 付 け ら れ た が ん 患 者 が 閲 覧 す る 傾 向 が 高 い コ ン テ ン ツ が い ず れ で あ る  
か を 出 力 と し て 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 内 容 の 信 頼 性 に 関 す る 認 定 を 受 け た 複 数 の コ ン テ ン ツ か ら 関  
連 コ ン テ ン ツ を 決 定 し て よ い 。 内 容 の 信 頼 性 に 関 す る 認 定 は 、 例 え ば 、 専 門 家 （ 例 え ば 、  
医 療 者 や 学 者 ） に よ る 監 修 、 所 定 の ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ く 審 査 、 及 び 、 自 然 言 語 処 理 技 術  
を 利 用 し た Ａ Ｉ に よ る 審 査 等 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け ら れ た 時 点 ま で の 残 り 期 間 に 基  
づ い て 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 し て よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け ら れ た 時 点 ま で  
の 残 り 期 間 が 所 定 の 閾 値 を 下 回 っ て い る 場 合 、 当 該 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 対 応 す る コ ン テ ン  
ツ を 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決 定 す る 。 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 例 え ば 、 腫 瘍 切 除 手 術 の ス  
ケ ジ ュ ー ル ま で の 残 り 期 間 が １ 週 間 （ 所 定 の 閾 値 の 一 例 ） 未 満 で あ る 場 合 に 、 「 腫 瘍 切 除  
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手 術 の 流 れ 」 と い う コ ン テ ン ツ （ 腫 瘍 切 除 手 術 の ス ケ ジ ュ ー ル に 対 応 す る コ ン テ ン ツ の 一  
例 ） を 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決 定 し て よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 他 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け ら れ た 時 点  
ま で の 残 り 期 間 に 応 じ て 、 当 該 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 対 応 す る コ ン テ ン ツ の 関 連 度 を 算 出 す  
る 。 決 定 手 段 １ ０ ４ は 、 例 え ば 、 腫 瘍 切 除 手 術 の ス ケ ジ ュ ー ル が 半 年 後 に 設 定 さ れ て い る  
場 合 に は 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 と い う コ ン テ ン ツ の 関 連 度 を 低 く 算 出 し 、 腫 瘍 切 除 手 術  
の ス ケ ジ ュ ー ル が １ 週 間 後 で あ る 場 合 に は 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 と い う コ ン テ ン ツ の 関  
連 度 を 高 く 算 出 し て よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ 生 成 手 段 １ ０ ６ ）
　 生 成 手 段 １ ０ ６ は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む タ イ ム ラ イ ン を 生  
成 す る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 複 数 の 要 素 （ 例 え ば 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル  
及 び イ ベ ン ト 等 ） を 時 系 列 に し た が っ て 整 列 さ せ た 情 報 を 含 む 。 タ イ ム ラ イ ン を 生 成 す る  
こ と は 、 タ イ ム ラ イ ン を 表 示 す る た め の 情 報 を 生 成 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 「 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む タ イ ム ラ イ ン 」 は 、 「 関 連 コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け ら れ た  
タ イ ム ラ イ ン 」 及 び 「 関 連 コ ン テ ン ツ を 閲 覧 可 能 に 設 定 さ れ た タ イ ム ラ イ ン 」 等 と 読 み 替  
え る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 「 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む タ イ ム ラ イ ン を 表 示 す る こ と 」 は  
、 タ イ ム ラ イ ン 上 に 関 連 コ ン テ ン ツ を 表 示 す る こ と に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ）
　 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ は 、 端 末 装 置 ３ に お い て 表 示 さ れ る 情 報 を 制 御 す る 。 表 示 制 御 手 段  
１ ０ ８ は 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ 及 び 第 ２ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ｂ を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 生 成 手 段 １ ０ ６ に よ っ て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 、 患  
者 用 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 。 タ イ ム ラ イ ン が 患 者 用 端 末 装 置 ３  
ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る こ と は 、 タ イ ム ラ イ ン を 表 示 す る た め の 情 報 を 患 者  
用 端 末 装 置 ３ ａ に 対 し て 送 信 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 タ イ ム ラ イ ン を 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー  
ル 及 び イ ベ ン ト を 識 別 可 能 な 態 様 で 表 示 さ せ る 。 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 治 療 ス ケ  
ジ ュ ー ル と 、 イ ベ ン ト と の そ れ ぞ れ を 、 例 え ば 、 異 な る マ ー ク や 色 が 関 連 付 け ら れ た 状 態  
で 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 複 数 の 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル の そ れ ぞ れ に 対 し て 、  
当 該 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル と 関 連 度 が 高 い 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け ら れ た 状 態 で 表 示 さ  
れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 治 療 背 景 情 報 が 、 が ん 患 者 の 治 療 に 関 す る 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル 及 び  
第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 す る 情 報 を 含 み 、 か つ 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ が 、 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル  
に 関 連 す る 第 １ コ ン テ ン ツ と 、 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 す る 第 ２ コ ン テ ン ツ と を 含 む 場 合  
、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 タ イ ム ラ イ ン に お い て 、 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て 第 １  
コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る と と も に 、 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て  
第 ２ コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 ２ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ｂ は 、 が ん 患 者 の 疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 が 、 患 者 用 端 末 装  
置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 。 が ん 患 者 の 疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 の 例 に  
つ い て は 、 上 述 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ［ 端 末 装 置 ３ ］
　 端 末 装 置 ３ は 、 ユ ー ザ が 使 用 す る 装 置 で あ る 。 ユ ー ザ は 、 例 え ば 、 が ん 患 者 、 が ん 患 者  
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の 家 族 及 び が ん 患 者 を 治 療 す る 医 師 等 で あ る 。 端 末 装 置 ３ は 、 例 え ば 、 ス マ ー ト フ ォ ン 、  
ス マ ー ト ウ ォ ッ チ 、 タ ブ レ ッ ト 端 末 及 び パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 電 子 機 器 で あ る 。 本  
開 示 で は 、 端 末 装 置 ３ は ス マ ー ト フ ォ ン で あ る と し て 説 明 す る 。 ユ ー ザ は 、 端 末 装 置 ３ が  
備 え る タ ッ チ パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ に 触 れ る こ と に よ っ て 、 端 末 装 置 ３ を 操 作 す る こ と が で  
き る 。 端 末 装 置 ３ は 、 ｗ ｅ ｂ ブ ラ ウ ザ 又 は ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア 等 を 機 能 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ユ ー ザ は 、 端 末 装 置 ３ が 備 え る 入 力 イ ン タ フ ェ ー ス に よ り 、 各 種 情 報 （ 例 え ば 、 患 者 背  
景 情 報 ） を 入 力 す る こ と が で き る 。 各 種 情 報 の 入 力 は 、 チ ャ ッ ト ボ ッ ト 形 式 で 入 力 し て も  
よ い し 、 テ キ ス ト ボ ッ ク ス へ の 自 由 記 述 形 式 で 入 力 し て も よ い し 、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス の 選  
択 形 式 で 入 力 し て も よ い し 、 音 声 入 力 で あ っ て も よ い 。 テ キ ス ト ボ ッ ク ス へ の 自 由 記 述 形  
式 に よ る 入 力 で あ る 場 合 は 、 キ ー ワ ー ド を 抽 出 し 、 入 力 と し て 受 け 付 け る よ う に し て も よ  
い 。 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス の 選 択 形 式 に よ る 入 力 で あ る 場 合 は 、 所 定 の 情 報 の 各 項 目 に つ い て  
、 ト ピ ッ ク ス 及 び 当 該 ト ピ ッ ク ス に 紐 づ い て よ り 詳 細 化 し た サ ブ ト ピ ッ ク ス の チ ェ ッ ク ボ  
ッ ク ス を 設 け て お き 、 ユ ー ザ に よ り チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス に チ ェ ッ ク が 入 る こ と に よ り 各 種 情  
報 の 入 力 と し て 受 け 付 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ は 、 第 ２ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ｂ に よ り 表 示 さ れ た 質 問 に 対 す る 回 答  
の 入 力 を が ん 患 者 か ら 受 け 付 け る 。 ま た 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ は 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０  
８ ａ に よ る 制 御 に 基 づ い て 、 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む タ イ ム ラ イ ン を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ＜ ３ ． 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 ＞
　 ― 第 １ 実 施 形 態 ―
　 図 ２ ― 図 ５ を 参 照 し て 、 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 情 報  
処 理 装 置 ２ の 動 作 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ３ は 、 患 者 背 景 情 報 の 一 例  
に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ４ は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 関 連 コ ン テ ン ツ を 決  
定 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ５ は 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ に お け る 表 示  
画 面 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 な お 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 が ん 患 者 が 、 １ 週 間  
後 に 腫 瘍 切 除 手 術 を 予 定 し て い る 時 点 （ 以 下 、 「 第 １ 時 点 」 と 称 す る ） に お け る 情 報 処 理  
装 置 ２ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 患 者 背 景 情 報 の 取 得 ）
　 ま ず 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 第 １ 時 点 に お け る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る （ Ｓ １ ０ ０ ） 。 図  
３ に 、 第 １ 時 点 に お い て 情 報 処 理 装 置 ２ が 取 得 し た 患 者 背 景 情 報 を 示 す 。 患 者 背 景 情 報 は  
、 疾 患 背 景 情 報 、 治 療 背 景 情 報 及 び イ ベ ン ト 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 疾 患 背 景 情 報 は 、 「 乳 が ん の タ イ プ 」 、 「 診 断 時 の 状 況 」 、 「 身 体 の 状 態 」 及 び 「 精 神  
の 状 態 」 と い う 項 目 を 含 む 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 項 目 に 対 し て 、 「 遺 伝 性 」 、 「 再 発 」 、 「  
痛 み あ り 」 及 び 「 不 安 」 と い う 値 が 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 治 療 背 景 情 報 は 、 「 治 療 歴 」 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 及 び 「 価 値 観 」 と い う 項 目 を 含 む  
。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 項 目 に 対 し て 、 「 化 学 療 法 」 、 「 が ん 切 除 手 術 時 期 ： １ 週 間 後 、 退 院  
時 期 ： ３ 週 間 後 、 通 院 時 期 ： ４ 週 間 後 」 及 び 「 早 く 治 し た い 」 と い う 値 が 関 連 付 け ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 イ ベ ン ト 情 報 は 、 「 保 険 金 請 求 期 限 」 及 び 「 子 ど も の 卒 業 式 」 と い う 項 目 を 含 む 。 ま た  
、 い ず れ の 項 目 に 対 し て も 「 ２ 週 間 後 」 と い う 値 が 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 （ 関 連 コ ン テ ン ツ の 決 定 ）
　 図 ２ に 戻 り 、 次 に 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 第 １ 時 点 に お け る 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 関  
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連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。 図 ４ を 参 照 し て 、 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 方 法 の 一  
例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 例 で は 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 Ｓ １ ０ ０ に お い て 取 得 し た 患 者 背  
景 情 報 と 、 コ ン テ ン ツ Ａ （ 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の  
流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ）  
、 コ ン テ ン ツ Ｅ （ 「 一 時 退 院 の 注 意 事 項 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） と  
の 関 連 度 を 算 出 し 、 算 出 結 果 に 基 づ い て 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。 な お 、 本 開 示 に お い  
て 示 す 関 連 度 の 具 体 的 な 数 値 は あ く ま で 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 ４ に よ る と 、 「 乳 が ん の タ イ プ 」 の 項 目 の 値 が 「 遺 伝 性 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ  
～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 １  
０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ  
ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的  
高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 「 診 断 時 の 状 況 」 の 項 目 の 値 が 「 再 発 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ  
Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 １ ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る  
と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ａ （ 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「  
乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関  
連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 「 身 体 の 状 態 」 の 項 目 の 値 が 「 痛 み あ り 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン  
ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る と  
算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性  
が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 「 精 神 の 状 態 」 の 項 目 の 値 が 「 不 安 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ  
の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ５ 」 で あ る と 算  
出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度  
や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 「 治 療 歴 」 の 項 目 の 値 が 「 化 学 療 法 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ  
の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る と 算 出  
さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算  
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 の 第 １ の 値 が 「 腫 瘍 切 除 手 術 時 期 ： １ 週 間 後 」 で あ  
る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ２ ０ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 １ ０  
」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ａ （ 「 腫 瘍 切  
除 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術  
後 の リ ハ ビ リ 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 の 第 ２ の 値 が 「 退 院 時 期 ： ３ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、  
コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ２ ０ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ０ 」  
、 「 １ ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の  
流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｅ （ 「 一 時 退 院 の 注 意  
事 項 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 の 第 ３ の 値 が 「 通 院 時 期 ： ４ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、  
コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 、 「  
０ 」 及 び 「 ５ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ）  
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及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 「 価 値 観 」 の 項 目 の 値 が 「 早 く 治 し た い 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン  
ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ２ ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ  
る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ａ （ 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （  
「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） に 関 し て 、 比 較 的  
高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 「 保 険 金 請 求 期 限 」 の 項 目 の 値 が 「 ２ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン  
テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 １ ５ 」 で  
あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高  
い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 「 子 ど も の 卒 業 式 」 の 項 目 の 値 が 「 ２ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン  
テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ５ 」 及 び 「 ０ 」 で あ  
る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｅ （ 「 一 時 退 院 の 注 意 事 項 」 ） に 関 し て 、 比 較 的  
高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 の 算 出 結 果 に よ る と 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 の 合 計 は 、 そ れ ぞ れ 「  
５ ０ 」 、 「 ４ ５ 」 、 「 ３ ５ 」 、 「 ３ ５ 」 、 「 １ ５ 」 及 び 「 ４ ０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 こ  
の 例 で は 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 関 連 度 の 合 計 が 「 ４ ０ 」 以 上 で あ る コ ン テ ン ツ を 関 連 コ ン  
テ ン ツ と し て 決 定 す る も の と す る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ａ （ 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 ）  
、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） が  
関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 （ タ イ ム ラ イ ン の 表 示 ）
　 図 ２ に 戻 り 、 次 に 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ に お い て タ イ ム ラ イ ン が 表  
示 さ れ る よ う に 制 御 す る （ Ｓ １ ０ ４ ） 。 図 ５ を 参 照 し て 、 第 １ 時 点 の 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ  
に お け る 表 示 画 面 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ５ の 表 示 画 面 例 に は 、 タ イ ト ル ｄ １ ０ 、 時 間 軸 ｄ １ ０ ０ 、 現 在 時 点 ｄ １ ０ ２ 、 治 療 ス  
ケ ジ ュ ー ル ｄ １ ０ ４ 、 イ ベ ン ト ｄ １ ０ ６ 、 イ ベ ン ト ｄ １ ０ ８ 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ １ ０  
、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ １ ２ 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ４ 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ  
２ ０ ６ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ １ ０ が 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 な お 、 こ の 例 で は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ４ 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ６ 及  
び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ １ ０ は い ず れ も ｗ ｅ ｂ リ ン ク で あ り 、 が ん 患 者 は 、 こ の ｗ ｅ ｂ  
リ ン ク を 押 下 す る こ と に よ り 、 コ ン テ ン ツ に 係 る テ キ ス ト 等 を 表 示 す る ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ に ア  
ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 タ イ ト ル ｄ １ ０ は 、 表 示 画 面 の 題 名 を 示 す 要 素 で あ る 。 図 ５ で は 、 「 タ イ ム ラ イ ン 」 と  
表 示 さ れ て い る 。 時 間 軸 ｄ １ ０ ０ は 、 タ イ ム ラ イ ン の 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め の 装 飾 的 な  
要 素 で あ る 。 現 在 時 点 ｄ １ ０ ２ は 、 現 在 の 時 点 と 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 又 は イ ベ ン ト と の 時  
間 的 な 前 後 関 係 を 示 す た め の 要 素 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ ０ ４ 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ １ ０ 及 び 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ １ ２  
は 、 患 者 背 景 情 報 の 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 に 基 づ い て 表 示 さ れ て い る 要 素 で あ る 。  
図 ５ で は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ ０ ４ 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ １ １ ０ 及 び 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル  
ｄ １ １ ２ の そ れ ぞ れ に お い て 、 「 １ 週 間 後   腫 瘍 切 除 手 術 （ 入 院 ） 」 、 「 ３ 週 間 後   退 院  
予 定 」 及 び 「 ４ 週 間 後   通 院 」 と 表 示 さ れ て い る 。



10

20

30

40

50

JP 2025-35705 A 2025.3.14(15)

【 ０ １ ０ ３ 】
　 イ ベ ン ト ｄ １ ０ ６ 及 び イ ベ ン ト ｄ １ ０ ８ は 、 患 者 背 景 情 報 の 「 保 険 金 請 求 期 限 」 及 び 「  
子 ど も の 卒 業 式 」 の 項 目 に 基 づ い て 表 示 さ れ て い る 要 素 で あ る 。 図 ５ で は 、 イ ベ ン ト ｄ １  
０ ６ 及 び イ ベ ン ト ｄ １ ０ ８ の そ れ ぞ れ に お い て 、 「 ２ 週 間 後   保 険 金 請 求 」 及 び 「 ２ 週 間  
後   子 ど も の 卒 業 式 」 と 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ４ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ １ ０ は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ  
い て 決 定 さ れ た 関 連 コ ン テ ン ツ の う ち 、 治 療 に 関 す る も の で あ る 。 図 ５ で は 、 治 療 関 連 コ  
ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ４ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ １ ０ の そ れ ぞ れ に お い て 、 「 腫 瘍 切 除 手 術  
の 流 れ 」 （ 図 ４   コ ン テ ン ツ Ａ 参 照 ） 及 び 「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 （ 図 ４   コ ン テ ン ツ Ｂ  
参 照 ） と 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ４ （ コ ン テ ン ツ Ａ   「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 ） は 治 療 ス ケ ジ  
ュ ー ル ｄ １ ０ ４ （ 「 腫 瘍 切 除 手 術 （ 入 院 ） 」 ） に 対 し て 関 連 付 け て 表 示 さ れ て い る 。 同 様  
に 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ １ ０ （ コ ン テ ン ツ Ｂ   「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） は 治 療 ス ケ  
ジ ュ ー ル ｄ １ １ ０ （ 「 退 院 予 定 」 ） に 対 し て 関 連 付 け て 表 示 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 治  
療 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 典 型 的 に は 、 最 も 関 連 度 が 高 い 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け て 表 示  
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ６ は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ れ た 関 連 コ ン テ ン  
ツ の う ち 、 イ ベ ン ト に 関 す る も の で あ る 。 図 ５ で は 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ２ ０ ６ に  
お い て 、 「 公 的 制 度 や 保 険 」 （ 図 ４   コ ン テ ン ツ Ｆ 参 照 ） と 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ― 第 ２ 実 施 形 態 ―
　 図 ２ 及 び 図 ６ ― 図 ８ を 参 照 し て 、 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 の 他 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。  
第 ２ 実 施 形 態 で は 、 が ん 患 者 が 、 前 日 に 腫 瘍 切 除 手 術 を 終 え た 時 点 （ す な わ ち 、 第 １ 実 施  
形 態 の １ 週 間 後 で あ り 、 以 下 、 「 第 ２ 時 点 」 と 称 す る ） に お け る 情 報 処 理 装 置 ２ の 動 作 に  
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 （ 患 者 背 景 情 報 の 取 得 ）
　 図 ６ に 、 第 ２ 時 点 に お い て 情 報 処 理 装 置 ２ が 取 得 し た 患 者 背 景 情 報 を 示 す 。 患 者 背 景 情  
報 は 、 疾 患 背 景 情 報 、 治 療 背 景 情 報 及 び イ ベ ン ト 情 報 を 含 む 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 疾 患 背 景 情 報 は 、 「 乳 が ん の タ イ プ 」 、 「 診 断 時 の 状 況 」 、 「 身 体 の 状 態 」 及 び 「 精 神  
の 状 態 」 と い う 項 目 を 含 む 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 項 目 に 対 し て 、 「 遺 伝 性 」 、 「 再 発 」 、 「  
手 術 痕 の 痛 み 」 及 び 「 喪 失 感 」 と い う 値 が 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 治 療 背 景 情 報 は 、 「 治 療 歴 」 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 及 び 「 価 値 観 」 と い う 項 目 を 含 む  
。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 項 目 に 対 し て 、 「 化 学 療 法 、 手 術 」 、 「 が ん 切 除 手 術 時 期 ： 前 日 に 終  
了 、 退 院 時 期 ： ２ 週 間 後 、 通 院 時 期 ： ３ 週 間 後 」 及 び 「 早 く 治 し た い 」 と い う 値 が 関 連 付  
け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 イ ベ ン ト 情 報 は 、 「 保 険 金 請 求 期 限 」 及 び 「 子 ど も の 卒 業 式 」 と い う 項 目 を 含 む 。 ま た  
、 い ず れ の 項 目 に 対 し て も 「 １ 週 間 後 」 と い う 値 が 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 患 者 背 景 情 報 に 含 ま れ る 少 な く と も 一 部 の 項 目 の 値 に つ い て は 、 時 間 経 過 又 は 治 療 の 進  
行 に よ っ て 変 化 し 得 る （ 図 ３ 参 照 ） 。 そ の た め 、 が ん 患 者 に 対 し て 提 供 す べ き 関 連 コ ン テ  
ン ツ も 変 化 し 得 る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 （ 関 連 コ ン テ ン ツ の 決 定 ）
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　 図 ７ を 参 照 し て 、 第 ２ 時 点 に お け る 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 方 法  
の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 第 １ 時 点 か ら 値 が 変 わ ら な か っ た 項 目 （ す な わ ち 、 「 乳  
が ん の タ イ プ 」 、 「 診 断 時 の 状 況 」 及 び 「 価 値 観 」 ） に 関 し て は 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ７ に よ る と 、 「 身 体 の 状 態 」 の 項 目 の 値 が 「 手 術 痕 の 痛 み 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ  
Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 及 び  
「 ０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） 及 び コ ン  
テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま た 、 「 精 神 の 状 態 」 の 項 目 の 値 が 「 喪 失 感 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ  
Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ２ ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ５ 」 で あ る  
と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「  
が ん に 伴 う 鬱 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性  
が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま た 、 「 治 療 歴 」 の 項 目 の 値 が 「 化 学 療 法 、 手 術 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ  
ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ５ 」 、 「 ５ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る  
と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「  
が ん に 伴 う 鬱 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 の 第 １ の 値 が 「 腫 瘍 切 除 手 術 時 期 ： 前 日 」 で あ る 場  
合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 １ ５ 」 、 「 １ ０ 」 、 「  
５ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術  
の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） お コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が ん に 伴 う 鬱 」  
） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 の 第 ２ の 値 が 「 退 院 時 期 ： ２ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、  
コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ２ ５ 」 、 「 １ ０ 」 、 「 ０ 」  
、 「 １ ０ 」 及 び 「 ０ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「 乳 房 再 建 手 術 の  
流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｅ （ 「 一 時 退 院 の 注 意  
事 項 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 の 第 ３ の 値 が 「 通 院 時 期 ： ３ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、  
コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 １ ５ 」 、 「 ０ 」 、  
「 ０ 」 及 び 「 ５ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」  
） 及 び コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 「 保 険 金 請 求 期 限 」 の 項 目 の 値 が 「 １ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン  
テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 及 び 「 １ ５ 」 で  
あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｆ （ 「 公 的 制 度 や 保 険 」 ） に 関 し て 、 比 較 的 高  
い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 「 子 ど も の 卒 業 式 」 の 項 目 の 値 が 「 １ 週 間 後 」 で あ る 場 合 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン  
テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 は 、 そ れ ぞ れ 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ０ 」 、 「 ３ ０ 」 及 び 「 ０ 」 で  
あ る と 算 出 さ れ る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｅ （ 「 一 時 退 院 の 注 意 事 項 」 ） に 関 し て 、 比 較  
的 高 い 関 連 性 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 以 上 の 算 出 結 果 に よ る と 、 コ ン テ ン ツ Ａ ～ コ ン テ ン ツ Ｆ の 関 連 度 の 合 計 は 、 そ れ ぞ れ 「  
３ ０ 」 、 「 ６ ５ 」 、 「 ６ ０ 」 、 「 ５ ０ 」 、 「 ４ ０ 」 及 び 「 ３ ５ 」 で あ る と 算 出 さ れ る 。 こ  
の 例 で は 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 関 連 度 の 合 計 が 「 ４ ０ 」 以 上 で あ  
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る コ ン テ ン ツ を 関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決 定 す る も の と す る 。 す な わ ち 、 コ ン テ ン ツ Ｂ （ 「  
乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｃ （ 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） 、 コ ン テ ン ツ Ｄ （ 「 が  
ん に 伴 う 鬱 」 ） 及 び コ ン テ ン ツ Ｅ （ 「 一 時 退 院 の 注 意 事 項 」 ） が 関 連 コ ン テ ン ツ と し て 決  
定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 （ タ イ ム ラ イ ン の 表 示 ）
　 図 ８ を 参 照 し て 、 第 ２ 時 点 の 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ に お け る 表 示 画 面 例 に つ い て 説 明 す る  
。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 ８ の 表 示 画 面 例 に は 、 タ イ ト ル ｄ ３ ０ 、 時 間 軸 ｄ ３ ０ ０ 、 現 在 時 点 ｄ ３ ０ ２ 、 治 療 ス  
ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ ０ ４ 、 イ ベ ン ト ｄ ３ ０ ６ 、 イ ベ ン ト ｄ ３ ０ ８ 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ １ ０  
、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ １ ２ 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ４ 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ  
４ ０ ８ 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ０ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ２ が 表 示 さ れ て い る  
。 な お 、 タ イ ト ル ｄ ３ ０ 、 時 間 軸 ｄ ３ ０ ０ 及 び 現 在 時 点 ｄ ３ ０ ２ に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 、  
図 ５ を 参 照 し て 説 明 し た タ イ ト ル ｄ １ ０ 、 時 間 軸 ｄ １ ０ ０ 及 び 現 在 時 点 ｄ １ ０ ２ と 同 様 で  
あ る た め 、 以 下 で は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 な お 、 こ の 例 で は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ４ 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ８ 、  
治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ０ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ２ は い ず れ も ｗ ｅ ｂ リ ン ク で  
あ り 、 が ん 患 者 は 、 こ の ｗ ｅ ｂ リ ン ク を 押 下 す る こ と に よ り 、 コ ン テ ン ツ に 係 る テ キ ス ト  
等 を 表 示 す る ｗ ｅ ｂ ペ ー ジ に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ ０ ４ 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ １ ０ 及 び 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ １ ２  
は 、 患 者 背 景 情 報 の 「 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 」 の 項 目 に 基 づ い て 表 示 さ れ て い る 要 素 で あ る 。  
図 ８ で は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ ０ ４ 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ １ ０ 及 び 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル  
ｄ ３ １ ２ の そ れ ぞ れ に お い て 、 「 昨 日   腫 瘍 切 除 手 術 （ 入 院 ） 」 、 「 ２ 週 間 後   退 院 予 定  
」 及 び 「 ３ 週 間 後   通 院 」 と 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 イ ベ ン ト ｄ ３ ０ ６ 及 び イ ベ ン ト ｄ ３ ０ ８ は 、 第 ２ 時 点 に お け る 患 者 背 景 情 報 の 「 保 険 金  
請 求 期 限 」 及 び 「 子 ど も の 卒 業 式 」 の 項 目 に 基 づ い て 表 示 さ れ て い る 要 素 で あ る 。 図 ８ で  
は 、 イ ベ ン ト ｄ ３ ０ ６ 及 び イ ベ ン ト ｄ ３ ０ ８ の そ れ ぞ れ に お い て 、 「 １ 週 間 後   保 険 金 請  
求 」 及 び 「 １ 週 間 後   子 ど も の 卒 業 式 」 と 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ４ 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ０ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ  
４ １ ２ は 、 第 ２ 時 点 に お け る 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ れ た 関 連 コ ン テ ン ツ の う ち 、  
治 療 に 関 す る も の で あ る 。 図 ８ で は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ４ 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ  
ｄ ４ １ ０ 及 び 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ２ の そ れ ぞ れ に お い て 、 「 が ん に 伴 う 鬱 」 （ 図 ７   
コ ン テ ン ツ Ｄ 参 照 ） 、 「 乳 房 再 建 の 流 れ 」 （ 図 ７   コ ン テ ン ツ Ｂ 参 照 ） 及 び 「 手 術 後 の リ  
ハ ビ リ 」 （ 図 ７   コ ン テ ン ツ Ｃ 参 照 ） と 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ４ （ コ ン テ ン ツ Ｄ   「 が ん に 伴 う 鬱 」 ） は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー  
ル ｄ ３ ０ ４ （ 「 腫 瘍 切 除 手 術 （ 入 院 ） 」 ） に 対 し て 関 連 付 け て 表 示 さ れ て い る 。 ま た 、 治  
療 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ １ ０ （ コ ン テ ン ツ Ｂ   「 乳 房 再 建 手 術 の 流 れ 」 ） は 、 治 療 ス ケ ジ ュ  
ー ル ｄ ３ １ ２ （ 「 退 院 予 定 」 ） に 対 し て 関 連 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ  
ｄ ４ １ ２ （ コ ン テ ン ツ Ｃ   「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 ） は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ｄ ３ １ ２ （ 「 通  
院 」 ） に 対 し て 関 連 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 典 型 的 に は 、  
最 も 関 連 度 が 高 い 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け て 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ ｄ ４ ０ ８ は 、 第 ２ 時 点 に お け る 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ  
れ た 関 連 コ ン テ ン ツ の う ち 、 イ ベ ン ト に 関 す る も の で あ る 。 図 ８ で は 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン  
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テ ン ツ ｄ ４ ０ ８ に お い て 、 「 一 時 退 院 の 注 意 事 項 」 （ 図 ７   コ ン テ ン ツ Ｅ 参 照 ） と 表 示 さ  
れ て い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ＜ ４ ． 情 報 処 理 装 置 ２ に よ る 効 果 ＞
　 以 上 の と お り 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 情 報 処 理 装 置 ２ の コ ン ピ ュ ー  
タ ７ ０ （ 後 述 ） を 、 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段  
１ ０ ０ と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者 の 治 療 と 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ  
ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム  
ラ イ ン が 、 患 者 の 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０  
８ ａ で あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ  
と 、 と し て 機 能 さ せ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 上 述 し た と お り 、 患 者 は 、 特 に 診 断 直 後 に お い て は 混 乱 し て い る 傾 向 に あ り 、 不 要 な 情  
報 を 過 剰 に 集 め る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 患 者 自 身 が 欲 し て い る 情 報 に た ど り 着 け な い 場 合 が  
あ る 。 こ れ に 対 し て 、 情 報 処 理 装 置 ２ に よ れ ば 、 患 者 が 自 身 に 必 要 十 分 な 情 報 を 短 期 間 で  
効 率 よ く 取 得 す る こ と を 支 援 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 ご  
と に 異 な る 情 報 で あ る 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン を 患 者 用 端 末 装 置  
３ ａ に 表 示 さ せ る 。 ま た 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ れ た 治 療 関 連  
コ ン テ ン ツ を 含 む 。 こ れ に よ り 、 患 者 は 、 自 身 の 治 療 に 関 す る 見 通 し を 立 て る こ と が で き  
る よ う に な る 。 ま た 、 患 者 は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ に よ り 、 自 身 の 治 療 に 関 し て 詳 細 な 情  
報 を 収 集 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ま た 、 患 者 背 景 情 報 は 時 間 の 経 過 及 び 治 療 の 進 行 に 応 じ て 変 化 す る 場 合 が あ る （ 図 ３ 及  
び 図 ６ 参 照 ） 。 こ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 情 報 処 理 装 置 ２ に よ れ ば 、 適 切 な タ イ ミ ン グ  
で 適 切 な 情 報 を 患 者 に 対 し て 提 供 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 述 の 第 １ 時 点 （ す な わ ち  
、 腫 瘍 切 除 手 術 前 の 時 点 ） で は 、 タ イ ム ラ イ ン に は 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 及 び 「 公 的 制  
度 や 保 険 」 と い っ た 、 診 断 を 受 け た 患 者 が 直 ち に 必 要 と し 得 る 情 報 が 表 示 さ れ る （ 図 ５ 参  
照 ） 。 一 方 で 、 上 述 の 第 ２ 時 点 （ す な わ ち 、 腫 瘍 切 除 手 術 後 の 時 点 ） で は 、 タ イ ム ラ イ ン  
に は 「 手 術 後 の リ ハ ビ リ 」 及 び 「 乳 房 再 建 の 流 れ 」 と い っ た 、 手 術 後 の 患 者 が 必 要 と し 得  
る 情 報 が 表 示 さ れ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 は 、 が ん 、 白 血 病 、 肉 腫 、 骨 髄 腫 、 脳 卒 中 、 心 筋 梗 塞 、 高 血  
圧 性 疾 患 、 糖 尿 病 、 肝 硬 変 、 慢 性 腎 不 全 及 び う つ 病 、 統 合 失 調 症 及 び 認 知 症 の 少 な く と も  
い ず れ か を 含 む 慢 性 疾 患 を 罹 患 し て い る 者 で あ る 。 ま た 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 は 、  
が ん 患 者 で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 が ん 等 の 慢 性 疾 患 は 患 者 に 対 す る 精 神 的 な 負 荷 が 特 に 大 き く 、 診 断 直 後 の 混 乱 が 大 き い  
た め 、 情 報 処 理 装 置 ２ に よ り 患 者 に 対 し て 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 推 奨 す る こ と の 必 要 性 が  
特 に 大 き い 。 さ ら に 、 慢 性 疾 患 は 治 療 の た め に は 長 い 期 間 を 要 す る た め 、 情 報 処 理 装 置 ２  
に よ り 患 者 の 状 態 の 変 化 に 応 じ て 適 切 な 情 報 を 提 供 す る こ と の 必 要 性 も 特 に 大 き い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者 の 、 が ん の タ イ プ 、 が ん の ス テ ー ジ 、 が ん  
の 症 状 、 診 断 時 の 状 況 、 身 体 の 状 態 及 び 精 神 の 状 態 の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 疾 患 背  
景 情 報 を 含 む 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 疾 患 背 景 情 報 は 、 患 者 が 自 身 の 疾 患 に つ い て 知 る た め の 情 報 を 決 定 す る う え で 、 有 用 性  
が 特 に 高 い 。 す な わ ち 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 が 自 身 の 疾 患 に つ い  
て 知 る こ と を 、 よ り 効 率 的 に 支 援 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 患 者 が 過 剰 に 不 安 を 抱  
く こ と を 抑 制 し 、 前 向 き に 治 療 を 行 う こ と を 支 援 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
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　 一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者 の 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 、 治 療 歴 、 補 助 治 療  
歴 、 治 療 に 関 す る 価 値 観 、 治 療 上 の 関 心 又 は 悩 み の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 治 療 背 景  
情 報 を 含 む 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 治 療 背 景 情 報 は 、 患 者 が 自 身 の 治 療 方 針 に つ い て 検 討 す る た め の 情 報 を 決 定 す る う え で  
、 有 用 性 が 特 に 高 い 。 す な わ ち 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 が 自 身 の 治  
療 方 針 に つ い て 検 討 す る こ と を 、 よ り 効 率 的 に 支 援 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 が ん  
患 者 が 納 得 で き る 治 療 方 針 を 選 択 す る こ と を 支 援 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者 の 治 療 以 外 の イ ベ ン ト に 関 す る イ ベ ン ト 情  
報 を さ ら に 含 ん で よ く 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 タ イ ム ラ イ ン を 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー  
ル 及 び イ ベ ン ト を 識 別 可 能 な 態 様 で 表 示 さ せ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル と イ ベ ン ト （ 例 え ば 、 各 種 ラ イ フ イ ベ ン ト ） と の  
関 係 が 理 解 し や す い 態 様 で 表 示 さ れ る た め 、 が ん 患 者 が 治 療 及 び 生 活 に 関 す る 見 通 し を 立  
て る こ と を 、 よ り 効 率 的 に 支 援 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 本 開 示 の プ ロ グ ラ ム は 、 情 報 処 理 装 置 ２ の コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ を 、  
少 な く と も イ ベ ン ト 情 報 に 基 づ い て 、 患 者 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る イ ベ ン ト 関 連 コ ン  
テ ン ツ を 決 定 す る 第 ２ 決 定 手 段 １ ０ ４ ｂ 、 と し て さ ら に 機 能 さ せ 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 イ ベ  
ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を さ ら に 含 む 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 患 者 は 、 疾 患 の 診 断 直 後 は 混 乱 し て い る 傾 向 に あ り 、 保 険 や 公 的 制 度 に つ い て 、 何 か ら  
ど の よ う に 調 べ れ ば よ い か わ か ら な く な っ て し ま う 場 合 が あ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 治 療  
以 外 の 情 報 に 関 し て も 患 者 に 対 し て 適 切 に 提 供 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 な お 、 患 者 が 必 要 と し 得 る 保 険 等 に 関 す る 情 報 は 、 患 者 の 疾 患 や 治 療 方 針 等 に よ っ て も  
異 な り 得 る 。 そ の た め 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る に あ た っ て は 、 患 者 背 景 情 報  
に 含 ま れ る イ ベ ン ト 情 報 以 外 の 情 報 に つ い て も 有 用 で あ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 治 療 背 景 情 報 は 、 患 者 の 治 療 に 関 す る 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 第 ２  
ス ケ ジ ュ ー ル に 関 す る 情 報 を 含 み 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 す る  
第 １ コ ン テ ン ツ と 、 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 す る 第 ２ コ ン テ ン ツ と を 含 ん で よ く 、 第 １ 表  
示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 タ イ ム ラ イ ン に お い て 、 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て 第 １ コ ン テ ン  
ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る と と も に 、 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て 第 ２ コ ン  
テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 タ イ ム ラ イ ン の 視 認 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 具 体 的 に  
は 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 毎 に 、 当 該 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル と の 関 連 性 が 特 に  
高 い 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る た め 、 患 者 と し て は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル  
と 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ と を セ ッ ト で 認 識 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け ら れ た 時  
点 ま で の 残 り 期 間 に 基 づ い て 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 患 者 に 対 す る コ ン テ ン ツ の 関 連 性 は 、 時 間 の 経 過 に 応 じ て 変 化 し 得 る 。 例 え ば 、 腫 瘍 切  
除 手 術 を 半 年 後 に 控 え て い る 場 合 よ り 、 こ の 手 術 を １ 週 間 後 に 控 え て い る 場 合 の ほ う が 、  
患 者 に 対 す る 「 腫 瘍 切 除 手 術 の 流 れ 」 と い う コ ン テ ン ツ の 関 連 性 は 高 い 。 す な わ ち 、 患 者  
に 対 す る コ ン テ ン ツ の 関 連 性 は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル ま で の 残 り 期 間 に 応 じ て 異 な る 。 こ の  
構 成 に よ れ ば 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る た め の パ ラ メ ー タ と し て 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル  
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ま で の 残 り 時 間 が 含 ま れ る よ う に な る た め 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 患  
者 に 対 し て よ り 適 切 な タ イ ミ ン グ で 提 供 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 本 開 示 の プ ロ グ ラ ム は 、 情 報 処 理 装 置 ２ の コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ を 、  
患 者 の 疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 が 、 患 者 の 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御  
す る 第 ２ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ｂ と 、 質 問 に 対 す る 回 答 を 受 け 付 け る 受 付 手 段 １ ０ ２ と 、 と  
し て さ ら に 機 能 さ せ 、 患 者 背 景 情 報 は 、 回 答 に 関 す る 情 報 を さ ら に 含 む 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 患 者 か ら の 回 答 に 基 づ い て 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る こ と が で き る  
よ う に な る 。 そ の た め 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 が 必 要 と し て い る 情 報 を よ り 高 い 精 度 で  
提 供 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者 の 年 齢 、 家 族 構 成 及 び 生 活 上 の 関 心 又 は 悩  
み の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 情 報 を 含 む 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 患 者 に 対 し て 提 供 す べ き 情 報 は 、 患 者 の 疾 患 及 び 治 療 に 関 す る 情 報 だ け で は な く 、 患 者  
の 年 齢 、 家 族 構 成 及 び 生 活 上 の 関 心 又 は 悩 み 等 に 応 じ て 異 な り 得 る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、  
情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 が 必 要 と し て い る 情 報 を よ り 高 い 精 度 で 提 供 す る こ と が で き る よ  
う に な る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ は 、 内 容 の 信 頼 性 に 関 す る 認 定 を 受 け た 複  
数 の コ ン テ ン ツ か ら 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 情 報 に は 、 信 頼 性 が 低 い 情 報 が 少 な か ら ず 含 ま れ る 。 こ の 構 成 に よ  
れ ば 、 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 内 容 の 信 頼 性 に 関 す る 認 定 を 受 け た 情 報 を 患 者 に 対 し て 提 供 す  
る こ と が で き る よ う に な る 。 結 果 と し て 、 患 者 が 誤 っ た 情 報 を 得 て 混 乱 す る こ と を 抑 制 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 以 上 の と お り 説 明 し た 情 報 処 理 装 置 ２ の 効 果 は 一 例 に す ぎ ず 、 こ れ ら 本 開 示 の 適 用 範 囲  
を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ＜ ５ ． ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 ＞
　 図 ９ を 参 照 し て 、 上 述 し て き た 情 報 処 理 装 置 ２ 及 び 端 末 装 置 ３ を コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ に よ  
り 実 現 す る 場 合 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 説 明 す る 。 な お 、 そ れ ぞ れ の 装 置 の 機 能 は 、  
複 数 台 の 装 置 に 分 け て 実 現 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ ７ ０ ０ と 、 記 憶 装 置 ７ ０ ２ と 、 入  
力 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ４ と 、 デ ー タ Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ６ と 、 通 信 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ８ 、 及 び 表 示 装 置 ７ １ ０ を 含  
む 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 プ ロ セ ッ サ ７ ０ ０ は 、 記 憶 装 置 ７ ０ ２ に 記 憶 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ  
り コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ に お け る 様 々 な 処 理 を 制 御 す る 。 例 え ば 、 情 報 処 理 装 置 ２ 及 び 端 末 装  
置 ３ の 制 御 部 が 備 え る 各 機 能 部 等 は 、 記 憶 装 置 ７ ０ ２ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 、 プ ロ セ  
ッ サ ７ ０ ０ が 実 行 す る こ と に よ り 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 記 憶 装 置 ７ ０ ２ は 、 例 え ば Ｒ Ａ Ｍ （ Ｒ ａ ｎ ｄ ｏ ｍ   Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ   Ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） な ど  
の 記 憶 媒 体 で あ る 。 Ｒ Ａ Ｍ は 、 プ ロ セ ッ サ ７ ０ ０ に よ っ て 実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム の プ ロ グ  
ラ ム コ ー ド や 、 プ ロ グ ラ ム の 実 行 時 に 必 要 と な る デ ー タ を 一 時 的 に 記 憶 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 記 憶 装 置 ７ ０ ２ は 、 他 に も 、 例 え ば ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ （ Ｈ Ｄ Ｄ ） や フ ラ ッ シ ュ メ  
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モ リ な ど の 不 揮 発 性 の 記 憶 媒 体 で あ る 。 記 憶 装 置 ７ ０ ２ は 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム や  
、 上 記 各 構 成 を 実 現 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 。 当 該 各 種 プ ロ グ ラ ム を 格 納 し  
た 記 憶 媒 体 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 非 一 時 的 な 記 憶 媒 体 （ Ｎ ｏ ｎ － ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ  
ｔ ｏ ｒ ｙ   ｃ ｏ ｍ ｐ ｕ ｔ ｅ ｒ   ｒ ｅ ａ ｄ ａ ｂ ｌ ｅ   ｍ ｅ ｄ ｉ ｕ ｍ ） で あ っ て も よ い 。 こ の  
他 、 記 憶 装 置 ７ ０ ２ は 、 各 種 情 報 を 登 録 す る テ ー ブ ル と 、 当 該 テ ー ブ ル を 管 理 す る Ｄ Ｂ を  
記 憶 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う な プ ロ グ ラ ム や デ ー タ は 、 必 要 に 応 じ て 記 憶 装 置 ７  
０ ２ に ロ ー ド さ れ る こ と に よ り 、 プ ロ セ ッ サ ７ ０ ０ か ら 参 照 さ れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 入 力 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ４ は 、 ユ ー ザ か ら の 入 力 を 受 け 付 け る た め の デ バ イ ス で あ る 。 入 力 Ｉ ／  
Ｆ ７ ０ ４ の 具 体 例 と し て は 、 カ メ ラ 、 ボ タ ン 、 マ イ ク 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 、 タ ッ チ パ ネ  
ル 、 各 種 セ ン サ 、 ウ ェ ア ラ ブ ル ・ デ バ イ ス な ど が 挙 げ ら れ る 。 入 力 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ４ は 、 例 え  
ば Ｕ Ｓ Ｂ （ Ｕ ｎ ｉ ｖ ｅ ｒ ｓ ａ ｌ   Ｓ ｅ ｒ ｉ ａ ｌ   Ｂ ｕ ｓ ） な ど の イ ン タ フ ェ ー ス を 介 し て  
コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 デ ー タ Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ６ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ の 外 部 か ら デ ー タ を 入 力 す る た め の デ バ イ ス  
で あ る 。 デ ー タ Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ６ の 具 体 例 と し て は 、 各 種 記 憶 媒 体 に 記 憶 さ れ て い る デ ー タ を  
読 み 取 る た め の ド ラ イ ブ 装 置 な ど が あ る 。 デ ー タ Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ６ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ の 外  
部 に 設 け ら れ る こ と も 考 え ら れ る 。 そ の 場 合 、 デ ー タ Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ６ は 、 例 え ば Ｕ Ｓ Ｂ な ど  
の イ ン タ フ ェ ー ス を 介 し て コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ へ と 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 通 信 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ８ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ の 外 部 の 装 置 と 有 線 ま た は 無 線 に よ り 、 通 信 ネ  
ッ ト ワ ー ク ５ を 介 し た デ ー タ 通 信 を 行 う た め の デ バ イ ス で あ る 。 通 信 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ８ は 、 コ  
ン ピ ュ ー タ ７ ０ の 外 部 に 設 け ら れ る こ と も 考 え ら れ る 。 そ の 場 合 、 通 信 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ８ は 、  
例 え ば Ｕ Ｓ Ｂ な ど の イ ン タ フ ェ ー ス を 介 し て コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 表 示 装 置 ７ １ ０ は 、 各 種 情 報 を 表 示 す る た め の デ バ イ ス で あ る 。 表 示 装 置 ７ １ ０ の 具 体  
例 と し て は 、 例 え ば 液 晶 デ ィ ス プ レ イ や 有 機 Ｅ Ｌ （ Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ － Ｌ ｕ ｍ ｉ ｎ ｅ ｓ ｃ ｅ  
ｎ ｃ ｅ ） デ ィ ス プ レ イ 、 ウ ェ ア ラ ブ ル ・ デ バ イ ス の デ ィ ス プ レ イ な ど が 挙 げ ら れ る 。 表 示  
装 置 ７ １ ０ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ の 外 部 に 設 け ら れ て も よ い 。 そ の 場 合 、 表 示 装 置 ７ １ ０  
は 、 例 え ば デ ィ ス プ レ イ ケ ー ブ ル な ど を 介 し て コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 入  
力 Ｉ ／ Ｆ ７ ０ ４ と し て タ ッ チ パ ネ ル が 採 用 さ れ る 場 合 に は 、 表 示 装 置 ７ １ ０ は 、 入 力 Ｉ ／  
Ｆ ７ ０ ４ と 一 体 化 し て 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で 記 載 さ れ た 情 報 処 理 装 置 ２ 及 び 端 末 装 置 ３ が 備 え る 構 成 要 素 は 、  
記 憶 装 置 ７ ０ ２ に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム が プ ロ セ ッ サ ７ ０ ０ に よ っ て 実 行 さ れ る こ と で 、  
定 め ら れ た 処 理 が 他 の ハ ー ド ウ ェ ア と 協 働 し て 実 現 さ れ る も の と す る 。 ま た 、 言 い 換 え れ  
ば 、 こ れ ら の 構 成 要 素 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア ま た は フ ァ ー ム ウ ェ ア と し て も 、 そ れ と 対 応 す る  
ハ ー ド ウ ェ ア と し て も 想 定 さ れ 、 そ の 双 方 の 概 念 に お い て 、 「 機 能 」 、 「 手 段 」 、 「 部 」  
、 「 処 理 回 路 」 、 「 ユ ニ ッ ト 」 、 ま た は 「 モ ジ ュ ー ル 」 な ど と も 記 載 さ れ 、 ま た そ れ ぞ れ  
に 読 み 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 ＜ ６ ． 変 形 例 ＞
　 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 が ん 患 者 か ら 、 関 連 コ ン テ ン ツ に 関 す る フ ィ ー ド バ ッ ク や 閲 覧 履 歴  
に 関 す る 情 報 を 取 得 し 、 当 該 フ ィ ー ド バ ッ ク や 閲 覧 履 歴 に 基 づ い て 関 連 コ ン テ ン ツ の 決 定  
方 法 を 変 更 し て も よ い 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 タ イ ム ラ イ ン は 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る も の と し て  
説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 タ イ ム ラ イ ン は 、 家 族 用 端 末 装 置 ３ ｂ 及 び 医 師 用 端 末 装  
置 ３ ｃ に お い て 表 示 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ６ ８ 】
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　 上 記 実 施 形 態 で は 、 タ イ ム ラ イ ン は 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び イ ベ ン ト 等 の 簡 易 的 な 表 示 が  
さ れ る も の と し て 説 明 し た が 、 そ れ ぞ れ の 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び イ ベ ン ト 等 の 詳 細 （ 例 え  
ば 、 時 間 、 場 所 及 び 担 当 医 等 ） が タ イ ム ラ イ ン に 表 示 さ れ て も よ い 。 ま た 、 簡 易 的 な 表 示  
と 詳 細 な 表 示 を が ん 患 者 の 操 作 に 応 じ て 切 り 替 え る こ と が で き て も よ い 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 少 な く と も 回 答 情 報 に 基 づ い て 、 医 療 費 控 除 及 び 高 額 療 養 費 制 度 の  
適 用 を 支 援 す る こ と が で き て も よ い 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 本 開 示 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 情 報 処 理 装 置 ２ で 動 作 す る と し て 説  
明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 本 開 示 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 端 末 装 置 ３ で 動 作 し て も よ い  
。
【 ０ １ ７ １ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 関 連 コ ン テ ン ツ は タ イ ム ラ イ ン 上 に 表 示 さ れ る 例 を 説 明 し た が  
、 こ れ に 限 ら れ な い 。 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 タ イ ム ラ イ ン と は 分 け て （ 例 え ば 、 タ イ ム ラ イ  
ン の 下 部 又 は 上 部 等 ） に 表 示 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 関 連 コ ン テ ン ツ は ｗ ｅ ｂ リ ン ク で あ り 、 そ の タ イ ト ル が 表 示 さ  
れ る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 関 連 コ ン テ ン ツ は 、 例 え ば 、 「 詳 細 を 確  
認 」 と 表 示 さ れ た リ ン ク で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 タ イ ム ラ イ ン に 表 示 さ れ る 関 連 コ ン  
テ ン ツ は （ 実 質 的 な 内 容 （ 例 え ば 、 治 療 に つ い て 説 明 す る テ キ ス ト 及 び 画 像 等 ） を 含 ま ず  
） 内 容 を 確 認 す る た め の 指 示 又 は 方 法 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 患 者 用 端 末 装 置 ３ ａ の 表 示 画 面 例 に つ い て 示 し た が 、 表 示 画 面  
は こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 が ん 患 者 の 操 作 に 応 じ て ス ク ロ ー ル を す る こ と が で き て よ  
い 。 こ の 場 合 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た 予 定 よ り 未 来 の 予 定 を 確 認 す る こ と が で き て よ い  
。 な お 、 が ん 患 者 が 過 剰 に 情 報 に 触 れ る こ と に よ り 混 乱 す る こ と を 防 ぐ た め に 、 が ん 患 者  
が 閲 覧 可 能 な 予 定 の 数 又 は 種 類 に は 所 定 の 制 限 が 設 け ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 が ん 患 者 は  
、 ２ か 月 以 上 先 の 予 定 を タ イ ム ラ イ ン で 表 示 す る こ と が で き な く て も よ い 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ＜ ７ ． そ の 他 の 実 施 形 態 ＞
　 以 下 の よ う な 態 様 も 、 本 開 示 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 ［ 付 記 １ ］
　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ を 、 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定  
に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 １ ０ ０ と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者  
の 治 療 と 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ  
と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 、 患 者 の 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表  
示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ で あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連  
コ ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ と 、 と し て 機 能 さ せ る 。
　 ［ 付 記 ２ ］
　 付 記 １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 患 者 は 、 が ん 、 白 血 病 、 肉 腫 、 骨 髄 腫 、 脳 卒 中 、  
心 筋 梗 塞 、 高 血 圧 性 疾 患 、 糖 尿 病 、 肝 硬 変 、 慢 性 腎 不 全 及 び う つ 病 、 統 合 失 調 症 及 び 認 知  
症 の 少 な く と も い ず れ か を 含 む 慢 性 疾 患 を 罹 患 し て い る 者 で あ っ て よ い 。
　 ［ 付 記 ３ ］
　 付 記 ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 患 者 は 、 が ん 患 者 で あ っ て よ い 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 ［ 付 記 ４ ］
　 付 記 ３ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者 の 、 が ん の タ イ プ 、 が ん の  
ス テ ー ジ 、 が ん の 症 状 、 身 体 の 状 態 及 び 精 神 の 状 態 の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 疾 患 背  
景 情 報 を 含 ん で よ い 。
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【 ０ １ ７ ７ 】
　 ［ 付 記 ５ ］
　 付 記 １ か ら 付 記 ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者  
の 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 、 治 療 歴 、 補 助 治 療 歴 、 治 療 に 関 す る 価 値 観 、 治 療 上 の 関 心 又 は 悩  
み の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 治 療 背 景 情 報 を 含 ん で よ い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 ［ 付 記 ６ ］
　 付 記 ５ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患 者 の 治 療 以 外 の イ ベ ン ト に 関  
す る イ ベ ン ト 情 報 を さ ら に 含 ん で よ く 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 タ イ ム ラ イ ン を 、  
治 療 ス ケ ジ ュ ー ル 及 び イ ベ ン ト を 識 別 可 能 な 態 様 で 表 示 さ せ る よ う に 制 御 し て よ い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 ［ 付 記 ７ ］
　 付 記 ６ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ を 、 少 な く と も イ ベ ン ト 情 報 に 基 づ い  
て 、 患 者 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 ２ 決 定 手 段 １  
０ ４ ｂ 、 と し て さ ら に 機 能 さ せ て よ く 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 イ ベ ン ト 関 連 コ ン テ ン ツ を さ ら  
に 含 ん で よ い 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 ［ 付 記 ８ ］
　 付 記 ５ か ら 付 記 ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 治 療 背 景 情 報 は 、 患 者  
の 治 療 に 関 す る 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル 及 び 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 す る 情 報 を 含 ん で よ く 、 治 療  
関 連 コ ン テ ン ツ は 、 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 す る 第 １ コ ン テ ン ツ と 、 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に  
関 連 す る 第 ２ コ ン テ ン ツ と を 含 ん で よ く 、 第 １ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ａ は 、 タ イ ム ラ イ ン に  
お い て 、 第 １ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て 第 １ コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す  
る と と も に 、 第 ２ ス ケ ジ ュ ー ル に 対 し て 第 ２ コ ン テ ン ツ が 関 連 付 け て 表 示 さ れ る よ う に 制  
御 し て よ い 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 ［ 付 記 ９ ］
　 付 記 ５ か ら 付 記 ８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４ ａ  
は 、 治 療 ス ケ ジ ュ ー ル に 関 連 付 け ら れ た 時 点 ま で の 残 り 期 間 に 基 づ い て 、 治 療 関 連 コ ン テ  
ン ツ を 決 定 し て よ い 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 ［ 付 記 １ ０ ］
　 付 記 １ か ら 付 記 ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ を 、 患 者 の  
疾 患 又 は 治 療 に 関 す る 質 問 が 、 患 者 の 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第  
２ 表 示 制 御 手 段 １ ０ ８ ｂ と 、 質 問 に 対 す る 回 答 を 受 け 付 け る 受 付 手 段 １ ０ ２ と 、 と し て さ  
ら に 機 能 さ せ て よ く 、 患 者 背 景 情 報 は 、 回 答 に 関 す る 情 報 を さ ら に 含 ん で よ い 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 ［ 付 記 １ １ ］
　 付 記 １ か ら 付 記 １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 患 者 背 景 情 報 は 、 患  
者 の 年 齢 、 家 族 構 成 及 び 生 活 上 の 関 心 又 は 悩 み の 少 な く と も い ず れ か に 関 す る 情 報 を 含 ん  
で よ い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 ［ 付 記 １ ２ ］
　 付 記 １ か ら 付 記 １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム に お い て 、 第 １ 決 定 手 段 １ ０ ４  
ａ は 、 内 容 の 信 頼 性 に 関 す る 認 定 を 受 け た 複 数 の コ ン テ ン ツ か ら 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決  
定 し て よ い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 ［ 付 記 １ ３ ］
　 本 開 示 の 他 の 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 装 置 ２ は 、 患 者 の 治 療 方 針 の 決 定 に 用 い ら れ る  
患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る 取 得 部 と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者 の 治 療 に 関 連 性 が 高 い  
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と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る 第 １ 決 定 部 と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 生 成  
さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 患 者 の 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に 制 御 す る 第 １ 表 示 制  
御 部 で あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 、 第 １ 表 示 制 御 部 と 、 を 備 え  
る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 ［ 付 記 １ ４ ］
　 本 開 示 の 他 の 一 実 施 形 態 に 係 る 情 報 処 理 方 法 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ７ ０ に 、 患 者 の 治 療 方 針  
の 決 定 に 用 い ら れ る 患 者 背 景 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 背 景 情 報 に 基 づ い て 、 患 者  
の 治 療 に 関 連 性 が 高 い と 推 定 さ れ る 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 背 景  
情 報 に 基 づ い て 生 成 さ れ た タ イ ム ラ イ ン が 患 者 の 端 末 装 置 ３ ａ に お い て 表 示 さ れ る よ う に  
制 御 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 タ イ ム ラ イ ン は 、 治 療 関 連 コ ン テ ン ツ を 含 む 、 ス テ ッ プ と 、  
を 実 行 さ せ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ８ ７ 】
　 １ … シ ス テ ム 、 ２ … 情 報 処 理 装 置 、 ３ … 端 末 装 置 、 ３ ａ … 患 者 用 端 末 装 置 、 ５ … 通 信 ネ  
ッ ト ワ ー ク 、 １ ０ … 制 御 部 、 １ ４ … 記 憶 部 、 １ ０ ０ … 取 得 手 段 、 １ ０ ２ … 受 付 手 段 、 １ ０  
４ … 決 定 手 段 、 １ ０ ４ ａ … 第 １ 決 定 手 段 、 １ ０ ４ ｂ … 第 ２ 決 定 手 段 、 １ ０ ６ … 生 成 手 段 、  
１ ０ ８ … 表 示 制 御 手 段 、 １ ０ ８ ａ … 第 １ 表 示 制 御 手 段 、 １ ０ ８ ｂ … 第 ２ 表 示 制 御 手 段
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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